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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】乾燥後にふわふわとした触感を有しており、ひび割れしにくい水性絵具組成物を
提供する。
【解決手段】着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を含んでおり、バイ
ンダ樹脂１００質量部に対して、中空粒子の含有量が、５０～３００質量部である、水性
絵具組成物であり、中空粒子の含有量が、１～３０質量％であり、中空粒子の平均粒子径
が、２０～１００μｍであり、水溶性樹脂が、セルロース系樹脂、デキストリン、水溶性
アクリル樹脂、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、及びアラビアガムからな
る群から選択された少なくとも１種である水性絵具組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を含んでおり、
　前記バインダ樹脂１００質量部に対して、前記中空粒子の含有量が、５０～３００質量
部である、水性絵具組成物。
【請求項２】
　前記中空粒子の含有量が、１～３０質量％である、請求項１に記載の水性絵具組成物。
【請求項３】
　前記中空粒子の平均粒子径が、２０～１００μｍである、請求項１または２に記載の水
性絵具組成物。
【請求項４】
　前記水溶性樹脂が、セルロース系樹脂、デキストリン、水溶性アクリル樹脂、ポリビニ
ルアルコール、ポリビニルピロリドン、及びアラビアガムからなる群から選択された少な
くとも１種である、請求項１～３のいずれにかに記載の水性絵具組成物。
【請求項５】
　少なくとも、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を混合する工程を
備えており、
　前記工程において、前記バインダ樹脂１００質量部に対して、前記中空粒子を５０～３
００質量部配合する、水性絵具組成物の製造方法。
【請求項６】
　前記工程において、前記バインダ樹脂として合成樹脂エマルジョンを混合する、請求項
５に記載の水性絵具組成物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性絵具組成物に関する。具体的には、乾燥後にふわふわとした触感を有し
ており、ひび割れしにくい水性絵具組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、絵具としては、油性絵具、水性絵具などが知られている。油性絵具は、絵画や彩
色において、塗膜の厚さに変化をつけて立体的な仕上がりが期待できるという特徴を有し
ている。しかしながら、油性絵具は、絵具自体に独特な油臭気がある、塗膜の乾燥が遅い
、色種によっては衛生上好ましくない顔料が用いられるなど、一般的な利用には不向きで
あり、特に、小学生以下の児童の使用には不向きである。
【０００３】
　一方、水性絵具としては、例えば、着色剤、水溶性樹脂、樹脂バインダなどを配合した
ものが知られている。水性絵具は、描画後の乾燥が速やかで、水による希釈、洗浄が容易
という特徴を有している。例えば、特許文献１には、着色顔料と水溶性樹脂と湿潤剤と水
を含む水性絵具組成物において、水溶性樹脂として還元デキストリンを用いたものが開示
されている。
【０００４】
　近年、消費者のニーズは多様化しており、絵具で描画した際の視覚的な印象だけでなく
、手などで触れた際の触感に特徴を有するなど、従来にない斬新な水性絵具組成物の開発
が求めらている。しかしながら、従来の水性絵具組成物では、多様化する消費者の要望に
対して、必ずしも十分に追従できないことも考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１４４７０９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような状況下、本発明者は、乾燥後に、ふわふわとした触感となる水性絵具組成物
が開発できれば、新たな装飾性を発揮することが期待され、従来にない斬新な水性絵具組
成物が提供できるのではないかと考えた。しかしながら、このような水性絵具組成物の具
体的な組成等については従来知られていない。そこで、本発明は、乾燥後にふわふわとし
た触感を有する水性絵具組成物を提供することを主な目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、上記の課題を解決すべく鋭意検討を行った。その結果、少なくとも、着色
剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を含んでおり、バインダ樹脂１００質
量部に対して、中空粒子の含有量が、５０～３００質量部である水性絵具組成物は、乾燥
後にふわふわとした触感を有しており、さらに、ひび割れも生じにくいことを見出した。
本発明は、かかる知見に基づいて、更に検討を重ねることにより完成したものである。
【０００８】
　即ち、本発明は、下記に掲げる発明を提供する。
項１．　少なくとも、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を含んでお
り、
　前記バインダ樹脂１００質量部に対して、前記中空粒子の含有量が、５０～３００質量
部である、水性絵具組成物。
項２．　前記中空粒子の含有量が、１～３０質量％である、項１に記載の水性絵具組成物
。
項３．　前記中空粒子の平均粒子径が、２０～１００μｍである、項１または２に記載の
水性絵具組成物。
項４．　前記水溶性樹脂が、セルロース系樹脂、デキストリン、水溶性アクリル樹脂、ポ
リビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、及びアラビアガムからなる群から選択され
た少なくとも１種である、項１～３のいずれにかに記載の水性絵具組成物。
項５．　少なくとも、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を混合する
工程を備えており、
　前記工程において、前記バインダ樹脂１００質量部に対して、前記中空粒子を５０～３
００質量部配合する、水性絵具組成物の製造方法。
項６．　前記工程において、前記バインダ樹脂として合成樹脂エマルジョンを混合する、
項５に記載の水性絵具組成物の製造方法。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、乾燥後にふわふわとした触感を有しており、ひび割れしにくい水性絵
具組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の水性絵具組成物は、少なくとも、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒
子、及び水を含んでおり、バインダ樹脂１００質量部に対して、中空粒子の含有量が、５
０～３００質量部であることを特徴とする。以下、本発明の水性絵具組成物について、詳
述する。
【００１１】
（着色剤）
　本発明の水性絵具組成物において、着色剤は、水性絵具組成物を着色するために配合さ
れる成分である。
【００１２】
　着色剤としては、特に制限されず、公知の水性絵具組成物に用いられる着色剤を使用す
ることができる。着色剤は、１種類単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて
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使用してもよい。着色剤としては、例えば、顔料及び染料が挙げられる。
【００１３】
　顔料としては、特に制限されず、公知の無機顔料、有機顔料、レーキ顔料などを用いる
ことができる。無機顔料の具体例としては、酸化チタン、酸化亜鉛、カーボンブラック、
鉄黒、紺青、群青、シェンナ、アンバー、弁柄、ビリジアン、アルミニウム粉、ブロンズ
粉、カドミウムイエロー、クロムバーミリオン、カドミウムオレンジなどが挙げられる。
また、有機顔料の具体例としては、アニリンブラック、ハンザイエロー、ベンジンイエロ
ー、パーマネントイエロートナー、ベンジンオレンジ、パーマネントオレンジＧＴＲ、ブ
リリアントカーミン６Ｂ、パーマネントレッド２Ｂ、パーマネントレッドＦＲＬＬ、キナ
クリドンレッド、ファーストバイオレットＢ、キナクリドンバイオレット、インダスレン
バイオレット、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、ピグメントグリーンＢ
などが挙げられる。レーキ顔料の具体例としては、タートラジンレーキ、ファーストオレ
ンジレーキ、カーマインレーキ、ビクトリアブルーレーキ、マーカライトグリーンレーキ
、レーキレッドＣ、ウォッチングレッド、メチルバイオレットレーキ、ファーストスカイ
ブルーなどが挙げられる。
【００１４】
　また、染料としては、特に制限されず、公知の染料を用いることができる。染料として
は、例えば、酸性染料、塩基性染料、直接染料等が挙げられる。酸性染料の具体例として
は、Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ Ｂｌａｃｋ２、Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ Ｖｉｏｌｅｔ４９、Ｃ．Ｉ．Ａ
ｃｉｄ Ｂｌｕｅ８３、Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ Ｒｅｄ５２、Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ Ｇｒｅｅｎ２
５等、直接染料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｒｅｃｔ Ｂｌａｃｋ５１、Ｃ．Ｉ．Ｄ
ｉｒｅｃｔ Ｖｉｏｌｅｔ１２、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｒｅｃｔ Ｂｌｕｅ７１、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｒｅ
ｃｔ Ｒｅｄ６２、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｒｅｃｔ Ｇｒｅｅｎ６等、塩基性染料の具体例としては
Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ Ｂｌａｃｋ１、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ Ｖｉｏｌｅｔ１、Ｃ．Ｉ．Ｂａ
ｓｉｃ Ｂｌｕｅ３、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ Ｒｅｄ１、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ Ｇｒｅｅｎ２
等が挙げられる。
【００１５】
　本発明の水性絵具組成物において、着色剤の含有量としては、特に制限されないが、好
ましくは４０質量％以下、より好ましくは１０～４０質量％程度が挙げられる。着色剤の
含有量を４０質量％以下とすることにより、好適な粘度となり、描画時の伸びの良い絵具
とすることができる。また、着色剤の含有量を１０質量％以上とすることにより、水性絵
具組成物に十分な着色力を付与することができる。
【００１６】
（水溶性樹脂）
　本発明の水性絵具組成物において、水溶性樹脂は、着色剤を水性絵具組成物中に好適に
分散させ、さらに、水性絵具組成物の塗膜を乾燥した後、当該塗膜に着色剤を定着させる
ために配合される成分である。
【００１７】
　水溶性樹脂としては、特に制限されず、公知の水性絵具組成物に用いられる水溶性樹脂
を使用することができる。水溶性樹脂としては、好ましくは、水溶性セルロース系樹脂、
デキストリン、水溶性アクリル樹脂、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、及
びアラビアガムなどが挙げられる。これら中でも、水性絵具組成物の保存安定性を高める
観点からは、セルロース系樹脂が好ましい。
【００１８】
　セルロース系樹脂は、セルロースの水酸基に他の置換基をエーテル結合させて作られる
ものであれば特に制限されず、具体例としては、ヒドロキシエチルセルロース、メチルヒ
ドロキシエチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロースなどが挙げられ、水性絵具組成物の保存安定性を高める観点から、特に好ましく
はヒドロキシエチルセルロースが挙げられる。水溶性樹脂は、１種類単独で使用してもよ
いし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
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【００１９】
　例えば、ヒドロキシエチルセルロースの市販品としては、チローゼＨ３００Ｐ、チロー
ゼＨ４０００Ｐ、チローゼ１００００Ｐ（以上、日本合成化学工業株式会社製）が例示で
きる。また、例えば、カルボキシメチルセルロースの市販品としては、ＣＭＣダイセル１
１２０、ＣＭＣダイセル１１４０、ＣＭＣダイセル１１９０、ＣＭＣダイセル２２６０、
ＣＭＣダイセル１２９０、ＣＭＣダイセル１３８０（以上、ダイセル工業株式会社製）、
セロゲン５Ａ、セロゲン６Ａ、セロゲン７Ａ（以上、第一工業製薬株式会社製）等が例示
できる。
【００２０】
　また、デキストリンの具体例としては、白色デキストリン（赤玉デキストリンＭＦ－３
０、Ｎｏ.４－Ｃ等：日澱化学株式会社製）、黄色デキストリン（赤玉デキストリンＮｏ
．１０２Ｓ、ＮＤ－Ｓ等：日澱化学株式会社製）、ブリティッシュガム（赤玉ブリティッ
シュガムＮｏ.６９、ＡＰＡ等：日澱化学株式会社製）に代表される焙焼デキストリン、
マルトデキストリンと称される酵素変性デキストリン（アミコールＳＱ、ペノンＰＫＷ等
：日澱化学株式会社製）等が挙げられる。
【００２１】
　水溶性アクリル樹脂は、アクリル酸及びその誘導体を重合したものの酸末端基をアルカ
リ塩にし、水に溶けるようにしたものであり、具体的には、メタクリル酸メチル、アクリ
ル酸メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸イソプロピル、メタク
リル酸イソプロピル、アクリル酸ブチル、メタクリル酸ブチルなどのエステル、又は前記
アクリル酸エステルやメタクリル酸エステルを組み合わせた共重合体、スチレン-アクリ
ル酸エステル共重合体などが挙げられる。水溶性アクリル樹脂の市販品としては、例えば
、ジョンクリル６２、ジョンクリル７０、ジョンクリル６７８、ジョンクリル６８３、ジ
ョンクリル６９０（以上、ジョンソンポリマー株式会社製）などが挙げられる。
【００２２】
　本発明の水性絵具組成物において、水溶性樹脂の含有量としては、特に制限されないが
、好ましくは０．１～５０質量％程度、より好ましくは０．５～３０質量％程度が挙げら
れる。水溶性樹脂の含有量を０．１質量％以上、さらには０．５質量％以上とすることに
より、水性絵具組成物に優れた定着力を付与することができる。また、水溶性樹脂の含有
量を５０質量％以下、さらには３０質量％以下とすることにより、水性絵具組成物が好適
な粘度となり、描画時の伸びの良い絵具とすることができる。
【００２３】
（バインダ樹脂）
　本発明の水性絵具組成物において、バインダ樹脂は、水性絵具組成物の塗膜を乾燥した
後、当該塗膜を耐水性とするために配合される成分である。
【００２４】
　バインダ樹脂としては、特に制限されず、公知の水性絵具組成物に用いられるバインダ
樹脂を使用することができる。バインダ樹脂としては、好ましくは、アクリル樹脂、酢酸
ビニル樹脂、アクリル－スチレン樹脂、酢酸ビニル－アクリル樹脂、エチレン－酢酸ビニ
ル樹脂、酢酸ビニル－ベオバ樹脂、エチレン－塩化ビニル樹脂、アクリル－ベオバ樹脂、
塩化ビニル樹脂、塩化ビニル－塩化ビニリデン樹脂、スチレン樹脂などが挙げられる。こ
れらの中でも、着色剤の分散性、製造コストなどの観点から、アクリル樹脂、酢酸ビニル
樹脂、酢酸ビニル－アクリル樹脂（酢酸ビニル－（メタ）アクリル酸共重合体）が最適で
ある。特に、水溶性樹脂としてヒドロキシエチルセルロースを用い、かつ、バインダ樹脂
として酢酸ビニル－アクリル樹脂を用いることにより、水性絵具組成物の保存安定性を効
果的に高めることができる。バインダ樹脂は、１種類単独で使用してもよいし、２種類以
上を組み合わせて使用してもよい。なお、本明細書において、特に言及しない限り、「（
メタ）アクリル酸」とは「アクリル酸又はメタクリル酸」を意味し、他の類似する表記も
同様の意である。
【００２５】
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　バインダ樹脂は、合成樹脂エマルジョンの形態であることが好ましい。すなわち、後述
の製造方法で例示するように、本発明の水性絵具組成物は、バインダ樹脂として合成樹脂
エマルジョンを混合して製造されたものであることが好ましい。本発明において、合成樹
脂エマルジョンは、水中に合成樹脂の粒子が分散したもの（Ｏ／Ｗ型エマルジョン）であ
る。バインダ樹脂として合成樹脂エマルジョンを用いることにより、本発明の水性絵具組
成物を所謂エマルジョン絵具とすることができる。なお、エマルジョン絵具とは、溶媒で
ある水が蒸発することによって、エマルジョン中に含まれる合成樹脂が着色剤を含みつつ
、造膜して、塗膜を形成する水性絵具である。
【００２６】
　合成樹脂エマルジョンを構成する樹脂としては、バインダ樹脂として例示したものが挙
げられる。合成樹脂エマルジョンの形態を有するバインダ樹脂の市販品としては、例えば
、「モビニール７００」（ヘキスト合成化学株式会社製）等のアクリル樹脂エマルジョン
、「ＲＸ－６３８Ａ」（日本カーバイド株式会社製）等の酢酸ビニルエマルジョン、「Ｐ
Ｌ－６６７」（日本カーバイド株式会社製）等の酢酸ビニル―アクリル樹脂エマルジョン
などが挙げられる。
【００２７】
　本発明の水性絵具組成物において、バインダ樹脂の含有量としては、特に制限されない
が、好ましくは１～５０質量％程度、より好ましくは３～２０質量％程度が挙げられる。
バインダ樹脂の含有量が１質量％以上、さらには３質量％以上であることにより、水性絵
具組成物に十分な定着力を付与しつつ、乾燥後の耐水性を高めることができる。また、バ
インダ樹脂の含有量が５０質量％以下、さらには２０質量％以下であることにより、コス
トを低減しつつ被覆力を高めることができる。なお、バインダ樹脂として、合成樹脂エマ
ルジョンを用いる場合には、これらの含有量は、合成樹脂エマルジョンの固形分量である
。
【００２８】
（中空粒子）
　本発明の水性絵具組成物において、中空粒子は、乾燥後の水性絵具組成物にふわふわし
た触感を付与するために配合される成分である。
【００２９】
　本発明の水性絵具組成物は、前述の着色剤、水溶性樹脂、及びバインダ樹脂に加えて、
バインダ樹脂１００質量部に対して５０～３００質量部の中空粒子を含んでいるため、乾
燥後の水性絵具組成物を指等で軽く押した場合に、柔らかく弾力が感じられ、ふわふわと
した触感となる。したがって、本発明の水性絵具組成物は、絵具で描画した絵画の印象だ
けでなく、手などで触れた際の触感に特徴を出したり、盛り上がった形状を形成できるな
ど、従来にない斬新な水性絵具組成物とすることができる。
【００３０】
　中空粒子としては、特に制限されず、公知の中空粒子を使用することができる。なお、
中空粒子とは、粒子中に空隙を設けたものである。空隙の形状としては、単中空、多中空
、多孔質等が挙げられる。中空粒子は、１種類単独で使用してもよいし、２種類以上を組
み合わせて使用してもよい。
【００３１】
　中空粒子を構成する材料としては、特に制限されないが、好ましくは樹脂、ガラス、シ
リカなどが挙げられる。中空粒子を構成する樹脂としては、特に制限されないが、例えば
、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリ酢酸ビニル、ポリ（メタ）
アクリル酸エステル、ポリアクリロニトリル、ポリブタジエン、又はこれらの共重合体樹
脂などの熱可塑性樹脂が挙げられる。中空粒子の市販品としては、例えば、「ＥＸＰＡＮ
ＣＥＬ　９２０ＤＥ４０ｄ３０」、「ＥＸＰＡＮＣＥＬ　９２０ＤＥ８０ｄ３０」、「Ｅ
ＸＰＡＮＣＥＬ　４６１２ＷＥ４０ｄ３６」、「ＥＭＣ－４０」、「ＥＭＣ－８０」（以
上、日本フィライト社製の商品名、中空樹脂球）、「Ｑ－ＣＥＬ５０２０ＦＰＳ」、「Ｑ
－ＣＥＬ７０１４」、「Ｑ－ＣＥＬ７０４０Ｓ」（以上、ボッターズバロディーニ社製の
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商品名、中空ガラス球）などが挙げられる。
【００３２】
　中空粒子の平均粒子径としては、特に制限されないが、水性絵具組成物の乾燥後のふわ
ふわした触感を高めつつ、乾燥後のひび割れなどを抑制する観点からは、好ましくは２０
～１００μｍ程度、より好ましくは３０～８０μｍ程度が挙げられる。なお、本発明にお
いて、中空粒子の平均粒子径は、任意の２０個以上の中空粒子について、デジタルマイク
ロスコープを用いて１０００倍の倍率で観察して測定した平均値である。
【００３３】
　本発明の水性絵具組成物において、中空粒子の含有量としては、バインダ樹脂１００質
量部に対して５０～３００質量部の範囲にあれば特に制限されないが、水性絵具組成物の
乾燥後のふわふわした触感をより一層高めつつ、定着性を高める観点からは、バインダ樹
脂１００質量部に対して１００～２５０質量部程度の範囲にあることが好ましい。
【００３４】
　また、本発明の水性絵具組成物全体おける中空粒子の割合としては、特に制限されない
が、好ましくは１～３０質量％程度、より好ましくは２～２０質量％程度が挙げられる。
中空粒子の含有量が１質量％以上、さらには２質量％以上であることにより、乾燥後の水
性絵具組成物のふわふわした触感を高めることができる。また、中空粒子の含有量が３０
質量％以下、さらには２０質量％以下であることにより、水性絵具組成物が好適な粘度と
なり、描画時の伸びの良い絵具とすることができ、さらに乾燥後のひび割れも抑制するこ
とができる。
【００３５】
（水）
　本発明の水性絵具組成物には、水が含まれる。水の含有量としては、特に制限されない
が、水性絵具組成物を好適な粘度として、描画時の伸びの良い絵具としつつ、乾燥時間を
適切なものとする観点から、好ましくは１０～８０質量％程度、より好ましくは２０～６
０質量％程度が挙げられる。
【００３６】
（界面活性剤）
　本発明の水性絵具組成物において、界面活性剤は、着色剤の分散助剤としたり、水性絵
具組成物の非吸収面での描画を容易にすることなどを目的として、必要に応じて配合され
る成分である。
【００３７】
　界面活性剤としては、特に制限されず、公知の界面活性剤を使用することができる。界
面活性剤としては、好ましくは、アニオン系界面活性剤、ノニオン系界面活性剤が挙げら
れる。界面活性剤は、１種類単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用し
てもよい。
【００３８】
　本発明の水性絵具組成物に界面活性剤を配合する場合、その含有量としては、特に制限
されないが、好ましくは０．０１～１０質量％程度、より好ましくは０．１～３質量％程
度が挙げられる。界面活性剤の含有量が０．０１質量％以上、さらには０．１質量％以上
であることにより、着色剤の分散性が高められ、水性絵具組成物の保存安定性も高めるこ
とができる。また、界面活性剤の含有量が１０質量％以下、さらには３質量％以下である
ことにより、水性絵具組成物の塗面への浸透を抑制することができ、描画時の伸びの良い
絵具とすることができる。
【００３９】
（湿潤剤）
　本発明の水性絵具組成物において、湿潤剤は、水性絵具組成物の凍結防止、乾燥遅延、
再溶解性向上などを目的として、必要に応じて配合される成分である。
【００４０】
　湿潤剤としては、特に制限されず、公知の水性絵具組成物に用いられる湿潤剤を使用す
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ることができる。湿潤剤の具体例としては、グリセリン、エチレングリコール、プロピレ
ングリコール、ジプロピレングリコール、ソルビトール、尿素などが挙げられる。湿潤剤
は、１種類単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００４１】
　本発明の水性絵具組成物に湿潤剤を配合する場合、その含有量としては、特に制限され
ないが、好ましくは０．１～２０質量％程度、より好ましくは０．５～１０質量％程度が
挙げられる。湿潤剤の含有量が０．１質量％以上、さらには０．５質量％以上であること
により、乾燥後の水性絵具組成物が脆くなることを抑制することができる。また、湿潤剤
の含有量が２０質量％以下、さらには１０質量％以下であることにより、水性絵具組成物
の乾燥時間を適切なものとすることができる。
【００４２】
（他の成分）
　本発明の水性絵具組成物には、前述した成分の他、必要に応じて、他の成分が含まれて
いてもよい。他の成分としては、公知の水性絵具組成物に配合される成分が挙げられ、例
えば、体質顔料、防腐剤、消泡剤などが挙げられる。体質顔料としては、例えば、炭酸カ
ルシウム、炭酸バリウム、ベントナイト、カオリン、タルク、シリカ、アルミナシリケー
ト、アルミナ、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、クレーなどが挙げられる。これらの他の
成分は、１種類単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００４３】
　本発明の水性絵具組成物の製造方法としては、特に制限されず、例えば、以下の工程を
備える製造方法により製造することができる。
　少なくとも、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子、及び水を混合する工程を
備えており、
　前記工程において、前記バインダ樹脂１００質量部に対して、前記中空粒子を５０～３
００質量部配合する。
【００４４】
　本発明の製造方法において、各成分の種類及び含有量については、前述の通りである。
【００４５】
　上記の工程において、バインダ樹脂として合成樹脂エマルジョンを混合することにより
、所謂エマルジョン絵具とすることができる。合成樹脂エマルジョンとしては、前述した
ものが挙げられる。
【００４６】
　本発明の水性絵具組成物の製造方法の具体例としては、例えば、水性絵具組成物を水彩
絵具とする場合には、まず、水溶性樹脂の水溶液を調製し、得られた水溶液と、着色剤、
バインダ樹脂、水、必要に応じて配合される成分（湿潤剤、防腐剤、界面活性剤など）と
を混合し、これをディゾルバーで均一になるまで十分に攪拌混練した後、ロールミルを用
いて混練する。これに中空粒子、必要に応じて配合される成分（消泡剤など）を加えて真
空脱泡により、攪拌する方法が挙げられる。
【００４７】
　また、水性絵具組成物をエマルジョン絵具とする場合は、まず、水溶性樹脂の水溶液を
調製し、得られた水溶液と、着色剤、水、必要に応じて配合される成分（界面活性剤、湿
潤剤、防腐剤など）とを混合し、これをディゾルバーで均一になるまで十分に攪拌混練し
た後、ロールミルを用いて混練する。これにバインダ樹脂（合成樹脂エマルジョン）、中
空粒子、必要に応じて配合される成分（消泡剤など）を加え、真空脱泡により攪拌する方
法が挙げられる。
【実施例】
【００４８】
　以下、実施例を挙げて、本発明を説明するが、本発明はこれらの実施例に限定されるも
のではない。
【００４９】
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（実施例１－１３及び比較例１－９）
　表１に示す組成及び配合量（質量部）となるようにして、各原料を混合し、水性絵具組
成物を作製した。具体的には、まず、表１に記載の水溶性樹脂と水（表１の半分の量）を
混合して、水溶性樹脂を水に溶解した水溶液を得た。次に、得られた水溶液に、表１に記
載の着色剤、界面活性剤、湿潤剤、防腐剤、水（表１の半分の量）を混合し、均一になる
までディゾルバーで攪拌した。次に、得られた組成物を３本ロールミルに２回通過させて
分散液を得た。さらに、得られた分散液に、表１に記載のバインダ樹脂（合成樹脂エマル
ジョン）、中空粒子、消泡剤、を添加し、真空脱泡により攪拌して、実施例１～１３及び
比較例１～９の水性絵具組成物を得た。各原料の詳細は、以下の通りである。
【００５０】
＜顔料＞
商品名「ＲＥＤ　Ｎ３Ｂ－４０」（ＰＲ１７　野間化学工業社製）
商品名「ＳＩＰＥＲＮＡＴ　８２０Ａ」（珪酸アルミニウム　デグサジャパン社製）
軽微性炭酸カルシウム　近江化学社製
ベントナイト　ホージュン社製
【００５１】
＜水溶性樹脂＞
　商品名「チローゼ　Ｈ４０００　Ｐ２」（ヒドロキシエチルセルロース　日本合成化学
工業社製）
　商品名「赤玉デキストリン　Ｎｏ．１０２Ｓ」（焙焼デキストリン　日澱化学社製）
　商品名「セロゲン５Ａ」（カルボキシメチルセルロース　第一工業社製）
【００５２】
＜バインダ樹脂（合成樹脂エマルジョン）＞
　商品名「モビニール　ＤＭ－５」（酢酸ビニル－アクリル系樹脂エマルジョン　固形分
量５３質量％　日本合成化学工業社製）
【００５３】
＜中空粒子＞
　商品名「ＥＸＰＡＮＣＥＬ　９２０ＤＥ８０ｄ３０」 (中空樹脂球　日本フィライト社
製） 平均粒径７３μm
　商品名「ＥＸＰＡＮＣＥＬ　９２０ＤＥ４０ｄ３０」 (中空樹脂球　日本フィライト社
製） 平均粒径４０μm
　商品名「Ｑ－ＣＥＬ７０１４」 (中空ガラス球　ポッターズ・バロティーニ社製）平均
粒径７０μm
　なお、中空粒子の平均粒子径は、それぞれの製品について、任意の２０個の中空粒子に
ついて、Ｈｉｒｏｘ社製のデジタルマイクロスコープ（ＫＨ－１３００）を用いて１００
０倍の倍率で観察して測定した平均値である。
【００５４】
（ふわふわした触感の評価）
　直径１ｃｍの円状、厚さ５ｍｍとなるようにして、実施例及び比較例で得られた各水性
絵具組成物を画用紙の上に塗布し、室温（２０℃）で１日乾燥させた。次に、これらの画
用紙を計量器の上にのせ、乾燥した水性絵具組成物の上から指で触り、以下の基準に従っ
てふわふわした触感を評価した。結果を表１に示す。
　◎：0≦Ｘ＜500gｆの力で指で押した場合に、柔らかく弾力が感じられ、ふわふわした
触感が好適に感じられた
　○：500≦Ｘ＜800gｆの力で指で押した場合に、柔らかく弾力が感じられ、ふわふわし
た触感が感じられた
　△：800≦Ｘ＜1,200gｆの力で指で押した場合に、弾力が感じられ、ふわふわした触感
がやや感じられた
　×：1,200≦Ｘ＜3,000gｆの力で指で押すと、弾力が感じられるが、ふわふわした触感
はあまり感じられなかった
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　××：3,000kgfの力で指で押しても弾力が感じられず、ふわふわした触感は全く感じら
れなかった
【００５５】
（ひび割れの評価）
　直径１ｃｍの円状、厚さ５ｍｍとなるようにして、実施例及び比較例で得られた各水性
絵具組成物を画用紙の上に塗布し、室温（２０℃）で１日乾燥させ、表面の状態を観察し
て、以下の基準に従ってひび割れの評価を行った。結果を表１に示す。
○：表面にひび割れが存在しない
×：表面にひび割れが存在する
【００５６】
（定着性の評価）
　実施例及び比較例で得られた各水性絵具組成物を、画用紙に平型デザイン筆で縦：１０
ｍｍ×横：１００ｍｍ×厚さ：１ｍｍの条件で塗布し、室温（２０℃）で１日乾燥させた
後、塗面を１ｋｇの荷重で指で擦った時の状態を観察した。以下の基準に従って、定着性
の評価を行った。結果を表１に示す。
◎：変化がなかった
○：表面が若干崩れるが、塗面は画用紙にしっかりと定着していた
×：乾燥した水性絵具組成物が、完全に崩れたか、画用紙から剥がれた
【００５７】
（保存安定性の評価）
　実施例及び比較例で得られた各水性絵具組成物を３０ｍｌのポリプロピレン製容器に２
５ｍｌ入れ、５０℃の恒温槽に１ヶ月保管した後の状態を確認し、以下の基準に従って、
保存安定性を評価した。結果を表１に示す。
○：変化がなかった
△：粉体が沈殿した
【００５８】
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【表１】

【００５９】
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　表１に示される結果から明らかな通り、着色剤、水溶性樹脂、バインダ樹脂、中空粒子
、及び水を含む水性絵具組成物において、バインダ樹脂１００質量部に対して、中空粒子
の含有量が５０～３００質量部の範囲にある実施例１～１３の水性絵具組成物は、乾燥後
にふわふわした触感を有しており、ひび割れも生じていなかった。特に、中空粒子の含有
量を、バインダ樹脂（固形分量）１００質量部に対して、１００～２５０質量部とした実
施例１－４，６－８，１１－１３の水性絵具組成物は、乾燥後に特に優れたふわふわした
触感を有していた。また、水溶性樹脂としてのヒドロキシエチルセルロースを用い、かつ
、バインダ樹脂として酢酸ビニル－アクリル樹脂を用いた実施例１－１１の水性絵具組成
物は、保存安定性に優れていた。
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